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被保険者の歯科健診について 

一般社団法人 埼玉県歯科医師会 

１．公的医療保険加入者歯科健診について 

埼玉県歯科医師会は、医療保険者と連携した被保険者の歯科健診の受診の推

進を行っています。口腔疾患の予防と早期発見・早期治療だけでなく、生活習慣

の改善・全身の健康に寄与することを目的として、医療保険者から歯科健診を受

託し実施しています。 

平成 16 年から事業所歯科健診として開始し、平成 30 年度は県内の８つの

医療保険者（国保組合１・組合健保４・共済組合２、後期高齢者広域連合）から

受託し、埼玉県内約 2600の埼玉県歯科医師会会員歯科医療機関で歯科健診を行

う個別方式で実施しています。 

定期的な歯科健診の受診とそれに伴う保健指導は、う蝕（むし歯）や歯周病に

よる歯の喪失を防止し、生活習慣病に関係する歯周病を予防します。その結果、

生活習慣病の予防・全身の健康に寄与することがわかっています。(資料１) 

8020達成を目指した生涯にわたる歯と口の健康管理（セルフケアを含む）は、

全身の健康増進に繋がります。それには、定期的な歯科健診の受診が重要です。 

２．公的医療保険加入者歯科健診の内容 

健診内容は、歯や歯肉の状態、口腔清掃状態、顎関節等の検査で、同時に生活

習慣病予防につながる保健指導を行います。（資料２） 健診結果は、１異常な

し ２要指導 ３要治療・要精密検査 の３つの区分に判定し、歯科医療機関で

「結果のお知らせ」に記載し健診受診者にお渡しします。 (資料３)  

 

問い合わせ先 埼玉県歯科医師会事務局 

電話 048-829-2323 
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資料１

歯・口の健康および歯科健診実施と全身の健康



本歯科健診の診査票の２０問は、生活歯

援プログラム（日本歯科医師会作成）で使

用されているものです。このプログラムは、

歯科健診受診者の生活習慣などの課題を

見つけ、一緒に改善していく一次予防が大

きなポイントです。

本歯科健診では、このプログラムを参考

にした保健指導が行われています。

日本歯科医師会作成パンフレットより

歯科健診と保健指導の効果
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「歯科健康診査票」と「健診結果のお知らせ」
資料３


